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1 不適合とは
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社内、外注先、客先等で発見された不良を、CiPSでは「不適合」と呼びます。

不適合登録したいオーダーのオーダー入力画面内にある「不適合報告」から不適合登録ができます。
不適合内容報告画面に、内容や原因を登録することで、不適合報告書による再発防止対策、期間内件数
表示やグラフ表示により、視覚的な資料のアウトプットができます。



2 不適合発生時の処理方法

1.不適合オーダーとして再手配する

不適合が発生した際には、「不適合再手配」を行います。
不適合再手配には「不良分を再作成する方法」と「不良分を新たに受注として登録して製造する方法」
の2パターンあります。どちらで再手配した場合も、不適合データが別受注としてデータが作成されます。

再製作は、現在のオーダーはそのままで、新たに受注数ゼロで製造数のみのオーダーを作成します。

1. 不適合再手配画面で「再製作」にチェックを入れ、不適合数（再製造数）を入力して確定します。

1-1.不適合再手配（再製作）

不適合が発生したオーダーを開き、「呼出と再手配」→「不適合再手配」から再手配処理を行います。

2. 不適合再製作オーダーと不適合報告書画面が自動で開くので、不適合報告書を入力して登録します。
※ 不適合報告書を詳細に入力すると、不適合集計や不適合グラフがより詳細に確認できます。

今回は受注数30個に対して、10個の不適合オーダーを作成します。
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3. 不適合オーダーの内容を確認し、修正があれば修正を行い、登録ボタンをクリックします。

不適合オーダーは自動で形態が「不適合」になります。
不適合再手配オーダーは、製造数に不適合個数が入ります。

不適合オーダーは工程が「再手配」専用で作成できます。

4. 不適合オーダーのステータスは「未手配」です。
通常のオーダーと同様に、製造開始処理画面から製造指示を行い、指示書を発行します。

基オーダーは受注数30のままです。

5. 不適合オーダーは受注数がゼロの為、最終工程が完了するとステータスは「完了済」になります。
納品処理は、基オーダーで行うことで請求書に「30個」が計上されます。
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客先返品再オーダーは、現在の受注から個数をマイナスして、再受注オーダーを作成します。

1. 不適合再手配画面で「客先返品再オーダー」にチェックを入れ、不適合数（再受注数）を入力して
確定します。

1-2.不適合再手配（客先返品再オーダー）

今回は受注数15個に対して、5個の不適合オーダーを作成します。

2. 不適合再製作オーダーと不適合報告書画面が自動で開くので、不適合報告書を入力して登録します。
※ 不適合報告書を詳細に入力すると、不適合集計や不適合グラフがより詳細に確認できます。

不適合入力画面で「登録」ボタンをクリックすると、下記メッセージが表示されます。
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3. 不適合オーダーの内容を確認し、修正があれば修正を行い、登録ボタンをクリックします。

受注数と製造数に不適合数が入ります。 不適合オーダーは自動で形態が「不適合」になります。

4. 不適合オーダーのステータスは「未手配」です。
通常のオーダーと同様に、製造開始処理画面から製造指示を行い、指示書を発行します。
客先返品再オーダーの場合は、基オーダーの受注数と製造数が変動します。

基オーダーの受注数と製造数が20個→15個になり、
不適合オーダーの受注数と製造数が5個になります。

5. 不適合オーダーも受注数がある為、最終工程が完了するとステータスが「納品待」になります。
納品処理は、基オーダーと不適合オーダーの双方で行います。
請求書には、「15個の納品」と「5個の納品」で2行表示されます。
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2.不適合報告書のみを登録する

不適合再手配を行わず、不適合報告書のみを登録することが出来ます。

1. 不適合が起きたオーダーを開き、「不適合報告書」をクリックします。

2. 不適合報告書画面が表示されるので、内容を登録して「登録更新」をクリックします。

3. 不適合報告書を登録すると、オーダー入力画面で不適合マークが表示されます。
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3 不適合の集計

1.顧客満足度評価

不適合の内容は、顧客満足度評価の画面にて確認することができます。

表示している月の不適合データを表示します。

「当月不適合」をクリックすると、一覧が印刷できます。

不適合の年間グラフを表示できます。不適合の集計がより詳細にできます。
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2.不適合一覧

不適合一覧では、不適合を検索して集計することができます。
過去の不適合データを開いて、編集することも可能です。

クリック呼出機能で、ダブルクリック時の操作を変更できます。

分類別集計表にて、不適合の円グラフを表示することができます。

2-1.分類別集計表（グラフ表示）
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4 不適合年間集計（円グラフ）

1.年間不適合分類円グラフ

集計する年間の全不適合オーダーの詳細を集計し、分類別に円グラフで表示します。
「画面出力」をクリックすることで、画面コピーを行い、印刷が可能できます。

2.年間不適合グラフ

集計する年間の不適合データを客先納期で月ごとに集計し、棒グラフで確認できます。
その月に何件の不適合データがあったのか、またどの客先オーダーだったのかをグラフ化します。

3.年間不適合比率グラフ

月ごとのオーダー件数と不適合数を比較し、不適合発生率を確認できます。
また、発生比率の中でどの客先オーダーの割合が多いのかも分かります。
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